
「認知行動療法研究」執筆要領（2024年3月31日改定）

1．この執筆要領は、「認知行動療法研究」に

　投稿するにあたって必要となる基本的事項に

　ついて解説するものである。

2．「認知行動療法研究」は旧日本行動療法学

　会の理念を継承し、認知行動療法の科学と実

　践の発展に広く貢献することを目的とする。

　この目的を達成するため、「認知行動療法研

　究」の査読は単に採否判定のみを行うのでは

　なく、特に査読プロセスの初期においては投

　稿された論文を可能な限り改善して掲載する

　ことを目指す「建設的査読」の立場を採用す

　る。

3．本誌に掲載される論文は、会員により執筆

　された認知行動療法に関する未公刊論文とす

　る。

4．投稿論文は編集委員会によって審査され、

　掲載の可否が決定される。

5．投稿論文は、原著、資料、展望、実践研究、

　編集委員会への手紙の5つのカテゴリーとす

　る。

6．原著論文は、単一例もしくは複数例を対象

　としたものも含めて、独創性のある実証的、

　または理論的な論文とする。

7．資料論文は、内外諸研究の追試的検討、

　データベースの作成、装置の開発等資料とし

　て価値のある研究、新しい治療の試み、ある

　いは、分析方法の提案などを報告する論文と

　する。

8．展望論文は、重要な課題についての内外諸

　研究を広く検討し、独自の観点から総合的に

　概観する論文とする。

9．実践研究論文は、医療、教育、福祉などの

　実践を通しての研究論文で、実践上の問題究

　明、解決をめざした論文とする。独創性・理

　論性は厳しく問わないことにする。

10．編集委員会への手紙は、本誌の内容に対す

　る意見とする。掲載された論文に対する意見

　の場合は、原則として刊行後一年以内の論文

　に限る。意見の対象となった論文などの著者

　に対して、編集委員会から返事の投稿を依頼

　することができる。

ll．原稿に記述された内容は、一般的な臨床・

　研究に関する法令や倫理規定に従っていなけ

　ればならない。

12．原稿に、執筆者以外が著作権を保持する著

　作物の相当な部分（評価尺度全体など）の引

　用や翻訳が含まれる場合は、その著者および

　著作権者から許諾を得たことを示す書類（電

　子メールも可）のコピーを添えて投稿するも

　のとする。

13．学術出版倫理にかかる事項については、出

　版倫理委員会（Committee　on　Publication

　Ethics：COPE）のガイドラインに基づき、編

　集委員会が対応する。

14．投稿論文の原稿枚数は、いずれのカテゴ

　リーにあっても、投稿時（再投稿時も含む）

　は32字×25行で20枚以内（補足資料を除く）

　とする。規定枚数を超過している原稿は、審

　査の対象とならない。ただし、査読による修

　正等によって改稿時に規定枚数を超過する場

　合は、再投稿時に、カバーレターにその理由

　について明記すること。規定枚数を超過した

　原稿の受理可否は編集委員会で判断する。

15．原稿は原則としてオンライン投稿システム

　によるものとする。システムは以下のURL

　にある。https：〃iap－jp．org／jabt／journal／login

l6．投稿論文の本文には、各ページにページ番

　号と行番号を記載する。

17．投稿論文は英文で作成することができる。

　投稿時（再投稿時も含む）の原稿の枚数は、

　A4判ダブルスペースで20枚以内（補足資料

　を除く）とする。規定枚数に関しては、規程

　14と同様とする。

18．投稿に際しては、著者全員が、その論文内

　容に責任を有することを明示し記名した「投

　稿承諾書」および「利益相反申告書」を添付
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　するものとする。現行の投稿承諾書の書式で

　は記名が難しい場合は，「認知行動療法研究

　編集部」に問い合わせることとする。

19．論文表題、筆者名、所属機関名、ならびに

　それらの英訳を表紙として別紙に記述する／－t

20．投稿者は投稿論文の表紙に投稿論文のカテ

　ゴリー名を明記する：，

21．編集者への手紙をのぞき、いずれの論文カ

　テゴリーにあっても、400字以内の日本語要

　約、および5語以内の日本語キーワードをつ

　けるものとする。

22．編集者への手紙をのぞき、いずれの論文カ

　テゴリーにあっても、200語以内の英文要約、

　および5語以内の英文キーワードをつけるも

　のとする。なお、英文は国内外のデータベー

　スに登録されるので、英語論文の専門家によ

　る校閲を受けておくこと。

23．編集者への手紙をのぞき、いずれの論文カ

　テゴリーにあっても、論文表題を簡潔にまと

　めた25字以内のヘッダーを投稿論文の表紙

　に明記すること．

〔例〕 相川・土屋・原田他：緑内障患者の

心身医学的特徴

松岡・野呂・小林：自閉症における

道具に対する要求言語行動の形成

24．図表の作成、本文中の文献引用時の記載、

　引用文献リストの作成、脚注（執筆枚数に含

　む）の記載については、最新版の日本心理学

　会執筆・投稿の手引きに基づく（https：〃psych．

　or．jp／manual／）。図表は、1ページに1つの図

　もしくは表を掲載することとし、1ページに

　複数の図表を掲載しないことc

25．補足資料については、J－STAGEの電子付

　録機能を利用することができるが、その著作

　権のみ、クリエイティブ・コモンズライセン

　スを導入する．本誌では、クリエイティブ・

　コモンズライセンスを「表示・改変禁止（CC

　BY　ND）」とする。投稿時に、補足資料であ

　ることが分かるように記載すること。その他

　の注意点については、日本心理学会に従う。

　https：〃psych．o蛤jp／publication／Supplementary＿

　Inf（）rmation／

26．略語は原則として一般的に利用されている

　ものに限り、論文中で特有の略語を用いる場

　合には、初出の箇所にそのフルネームと略語

　を記載する。

27．図表の挿入箇所は、原稿本文右の空欄に指

　定すること。

28．校正は、初校を著者、再校以降を編集委員

　会で行う。規定枚数を超えた投稿論文につい

　ては、超過分の掲載料をお支払いいただく場

　合がある。
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